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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】歯磨き機能を持ち且つ歯周病の原因である歯周
菌の予防機能を有する歯ブラシを提供する。
【解決手段】三角断面形状をした柄部３と、柄部３内部
の断面形状に適合した断面形状を持った本体部６３を有
する歯間ブラシ機能及び歯石歯垢除去機能を備えた補助
治具６が、着脱自在に挿入固定されており、然も、当該
補助治具６に於ける当該本体部６３の一方の端部には、
歯間ブラシ部６ａが設けられており、当該本体部の他方
の端部には、歯石歯垢除去用治具部６ｂが設けられてお
り、且つ当該本体部６３に於ける、当該歯間ブラシ部６
ａと当該歯石歯垢除去用治具部６ｂとの当該柄部３の当
該ブラシ部１に対する存在位置を任意に逆転可能に挿入
しえるように構成されている歯ブラシ１００。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
長手方向の中心軸線に対して直交する方向に於ける断面形状が三角形状を有する柄部と、
当該柄部の一方の端部に於ける当該三角形状断面の一つの辺部から当該中心軸線方向に沿
って外方に突出延展された湾曲状のアーム部と、当該アーム部の先端部に設けられている
、楕円形の基板部に複数本のブラシが植設されたブラシ部とで構成されたものであって、
当該ブラシ部に於ける当該楕円形基板部の長軸方向が、当該柄部の中心軸線と直交する方
向に固定配置されたものであり、且つ、当該ブラシ部の当該基板部は、当該アーム部を介
して、当該柄部に於ける三角形状断面の当該一つの辺部と対向する当該三角形状断面の頂
点部が存在する方向に持ち上げられており、然も、当該ブラシ部の当該基板部が形成する
平面が当該柄部の中心軸線と並行となる様に配置されている歯ブラシであって、更に、当
該歯ブラシにおける当該柄部の内部は中空状に形成されていると同時に、当該柄部の一部
には、当該柄部の中心軸線と直交する方向に沿って当該柄部を着脱自在に２つに分離でき
る分割部が設けられており、且つ、当該柄部の当該中空状内部に於ける当該分割部近傍部
には、当該柄部内部の断面形状に適合した断面形状を持った本体部を有する歯間ブラシ機
能及び歯石歯垢除去機能を備えた補助治具が、着脱自在に挿入固定されており、然も、当
該補助治具に於ける当該本体部の一方の端部には、歯間ブラシ部が設けられており、当該
本体部の他方の端部には、歯石歯垢除去用治具部が設けられており、且つ当該本体部に於
ける、当該歯間ブラシ部と当該歯石歯垢除去用治具部との当該柄部の当該ブラシ部に対す
る存在位置を任意に逆転可能に挿入しえるように構成されている事を特徴とする歯ブラシ
。
【請求項２】
当該補助治具に於ける当該本体部の一方の端部に設けられる当該歯間ブラシ部は、当該本
体部と着脱自在に取り付けられており、当該本体部の他方の端部に設けられる当該歯石歯
垢除去用補助部材は、当該本体部に対して固定した状態で取り付けられている事を特徴と
する請求項１に記載の歯ブラシ。
【請求項３】
当該柄部の少なくとも一部に、当該柄部内部の通気と水分を除去させる為に、当該柄部中
空内部空間と外気を連通させる為の通気用孔部が設けられている事を特徴とする請求項1
又は２に記載の歯ブラシ。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歯ブラシに関するものであり、特に詳しくは、通常の歯磨き操作を行えると
共に、歯と歯肉の境目に存在する細菌の塊である歯垢や歯石を除去して歯周病及び歯周菌
の炎症、細菌の増殖を予防する事が出来る、従来の歯ブラシの標準的な領域と範囲を超え
た新しい歯ブラシに関するものであるである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から一般的に販売され使用されている歯ブラシは、歯の表面を磨くだけの機能を有
するものが主流となっており、歯周病及び歯周菌の発生を予防する為の機能を有する歯間
ブラシ等は別体として販売されており、両者は使い分けの使用形態を維持しており、両者
を一体化した歯ブラシは、市販されていないのが現状である。
【０００３】
一方、文献上で見る限りでは、通常の歯磨き操作のみが可能である歯ブラシに於いて、歯
間ブラシ機能を有する部材や歯垢や歯石を除去する機能を有する部材等を組み合わせた歯
ブラシとしては、例えば、以下に示す様な公知例が見つかっている。
即ち特開２０００－７００４２号公報（特許文献１）には、通常の歯ブラシの柄部の後端
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部に空洞部を設け、その中に歯間ブラシを内蔵出来る様にし、当該内蔵歯間ブラシを柄部
内部から取り出して当該柄部の後端部の空洞部に差し込んで歯間ブラシとして使用する構
成が示されてはいるが、当該歯ブラシの柄部の全長を使用して歯間ブラシを操作する事に
なるので極めて不便であり、一方、特開２０１１－５６２３８号公報（特許文献２）には
、単に歯ブラシの柄部に於ける、ブラシ部が設けられている端部とは反対側の端部に、歯
石取り除き用の治具を固定状態で取り付け、且つ当該治具を適宜のキャップで覆っただけ
の構造を有する歯ブラシが開示されているに過ぎない。
【０００４】
又、特開２０１３－２２６２０２号公報（特許文献３）には、電動式歯ブラシに於ける歯
ブラシの振動時の揺動を防止する機構と当該歯ブラシの柄部内に歯間ブラシを単に挿入し
た構造の歯ブラシが記載されているに過ぎず、一方、米国特許出願公開第２０１５－２５
７５１９号公報（特許文献４）には、歯ブラシに於ける柄部の後端部に空洞部を設けその
内部に歯間ブラシを着脱自在に内蔵出来る様にすると同時に当該柄部の一部に窓部を設け
、当該歯間ブラシを乾燥させる様に構成した歯ブラシが示されているに過ぎない。
更に、特開２００３－８８４２３号公報（特許文献５）には、口腔清浄具に関して記載さ
れているものの、その基本的構造は、複数種類の歯部清掃具を単に、任意に直列状に連結
させ且つそれらを個別に分離させて使用する歯ブラシの構造が示されているに過ぎないも
のであり、又、特開２００４－１１３７１０号公報（特許文献６）には、単に歯ブラシと
楊枝とが合体された補助治具が適宜のケース内に収容出来、且つ当該ケース部の一方の端
部に当該補助治具を取り付けて歯を清掃する装置が開示されているに過ぎず、一方、実開
平０５－６０３１９号公報（特許文献７）には、単に歯ブラシの柄部の表面に、当該柄部
の長手軸方向に溝部を設けた事のみを特徴とする歯ブラシが開示されているに過ぎない。
【０００５】
その他、特表第２００８－５２２７００号公報（特許文献８）には、単に歯ブラシの柄部
の一方の端部に、楕円形の形状を有するブラシ部が設けられており、且つ、当該ブラシ部
は、その楕円形部の長尺部の長さ方向が、当該柄部の長手方向軸線と直交した状態で取り
付けられる場合と、当該楕円形部の長尺部の長さ方向が、当該柄部の長手方向軸線と平行
したた状態で取り付けられる場合がある事を示すブラシの構造が開示されているに過ぎな
いのであり、又、登録実案第３１６３２２９号公報（特許文献９）には、歯ブラシに於け
る平面部材に歯と歯の間の隙間幅に合わせて刷毛となる毛束の列を略並列に対の形で植毛
した歯間磨き用歯ブラシに関して記載されているに過ぎず、一方、特開２００１－２１１
９３６号公報（特許文献１０）には、単に歯ブラシの柄部の中央部分に長さを異にする２
枚の板部を上下に相互に空間部を介した状態で積層させ、当該板部の一方を押圧すること
によって、当該柄部に適度の湾曲形状を発生させる様に構成された歯ブラシの構造に関し
て開示されているに過ぎないのである。
【０００６】
一方、特開２００４－２１６０１５号公報（特許文献１１）には、単に適宜の柄部の一方
の端部に適宜の歯間ブラシが交換自在に取り付けられている歯ブラシホルダーの構造に関
して開示されているに過ぎず、又、特開平０７－２９８９２４号公報（特許文献１２）に
は一つのホルダーの中にブラシ部と歯間ブラシ部と糸楊枝部を当該ホルダー部に対して、
旋回折り畳み自在或いは取外し自在に取り付け、当該ブラシ部と歯間ブラシ部と糸楊枝部
の何れか一つを選択して当該ホルダーから突出させて、使用するか、当該ホルダーから分
離独立させて歯間ブラシ或いは糸楊枝として個別的に使用する歯ブラシの構造が開示され
ているに過ぎず、更には、特開２０１７－１８９４６５号公報（特許文献１３）には、ブ
ラシ毛の植毛方法を特定すると同時に植毛された支持体の長軸をブラシの柄部の長軸と直
交させる事を特定した内容が開示さているに過ぎないのである。
【０００７】
然しながら、上記したいずれの特許文献にも、後述する様に、複数の必須構成要件を有機
的かつ関連的に結合された技術構成を有する本発明に係る歯ブラシの構造に関しては、全
くの開示も無ければそれを示唆する記載すら全く見当たらないのである。
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　従って、上記した従来技術の現状に鑑み、当該従来技術の欠陥を回避する為に、通常の
歯磨き機能を有すると共に、歯周病及び歯周菌の炎症、細菌の増殖を予防する機能を備え
、且つ、歯周病及び歯周菌の炎症、細菌の増殖を予防する機能を歯ブラシと一体化させ歯
ブラシが、これ迄、需要者間で強く要望されて来ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０００－７００４２号公報
【特許文献２】特開２０１１－５６２３８号公報
【特許文献３】特開２０１３－２２６２０２号公報
【特許文献４】米国特許出願公開第２０１５－２５７５１９号公報
【特許文献５】特開２００３－８８４２３号公報
【特許文献６】特開２００４－１１３７１０号公報
【特許文献７】実開平０５－６０３１９号公報
【特許文献８】特表第２００８－５２２７００号公報
【特許文献９】登録実案第３１６３２２９号公報
【特許文献１０】特開２００１－２１１９３６号公報
【特許文献１１】特開２００４－２１６０１５号公報
【特許文献１２】特開平０７－２９８９２４号公報
【特許文献１３】特開２０１７－１８９４６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　従って、本発明の目的は、従来技術の欠点を改良し、通常の歯磨き操作が実行できる歯
ブラシであると同時に、歯と歯肉の境目に存在する歯周菌を出来る限り除去する事を可能
にすると共に、歯間を完全に磨き、歯垢や歯石を除去する操作も同じ歯ブラシを使用して
実行出来る歯ブラシであって、一つの歯ブラシに、当該歯垢や歯石を最大限に除去する事
により歯周病の発生を予防する機能を一体化し、常に清潔な歯を保ち、永久歯を保持する
事が出来る歯ブラシを提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る当該歯ブラシは、上記した目的を達成する為に、以下に示す様な基本的技
術構成を採用するものである。
即ち、本発明に係る当該歯ブラシに於ける基本的技術構成の態様としては、長手方向の中
心軸線に対して直交する方向に於ける断面形状が三角形状を有する柄部と、当該柄部の一
方の端部に於ける当該三角形状断面の一つの辺部から当該中心軸線方向に沿って外方に突
出延展された湾曲状のアーム部と、当該アーム部の先端部に設けられている、楕円形の基
板部に複数本のブラシが植設されたブラシ部とで構成されたものであって、当該ブラシ部
に於ける当該楕円形基板部の長軸方向が、当該柄部の中心軸線と直交する方向に固定配置
されたものであり、且つ、当該ブラシ部の当該基板部は、当該アーム部を介して、当該柄
部に於ける三角形状断面の当該一つの辺部と対向する当該三角形状断面の頂点部が存在す
る方向に持ち上げられており、然も、当該ブラシ部の当該基板部が形成する平面が当該柄
部の中心軸線と並行となる様に配置されている歯ブラシであって、更に、当該歯ブラシに
おける当該柄部の内部は中空状に形成されていると同時に、当該柄部の一部には、当該柄
部の中心軸線と直交する方向に沿って当該柄部を着脱自在に２つに分離できる分割部が設
けられており、且つ、当該柄部の当該中空状内部に於ける当該分割部近傍部には、当該柄
部内部の断面形状に適合した断面形状を持った本体部を有する歯間ブラシ機能及び歯石歯
垢除去機能を備えた補助治具が、着脱自在に挿入固定されており、然も、当該補助治具に
於ける当該本体部の一方の端部には、歯間ブラシ部が設けられており、当該本体部の他方
の端部には、歯石歯垢除去用治具部が設けられており、且つ当該本体部に於ける、当該歯



(5) JP 2021-104366 A 2021.7.26

10

20

30

40

50

間ブラシ部と当該歯石歯垢除去用治具部との当該柄部の当該ブラシ部に対する存在位置を
任意に逆転可能に挿入しえるように構成されている事を特徴とする歯ブラシである。
 
【発明の効果】
【００１１】
本発明に係る当該歯ブラシは、上記したような基本的な技術構成を採用した結果、従来に
於ける歯そのもののみを磨く為のブラシ部を有する歯ブラシに、歯間ブラシ機能を有する
歯間ブラシ及び／又は、歯石歯垢除去機能を有する歯石歯垢除去治具部とを備えた補助治
具が、当該柄部に内部に一体的に備えられており、夫々の機能部材を適宜選択的に使用す
る事により、通常の歯磨き操作と歯間の清掃及び歯石歯垢除去操作を、且つ所望の順番で
容易に実行する事が出来るので常に、歯のケアを毎回確実にすることが出来るので、歯を
クリーンに保つことが出来る。
【００１２】
又、本発明に係る当該歯ブラシを使用する事によって、磨き残しが皆無となり、歯周病等
の発生を最大限に予防する事が可能となる。
更に、歯に係る当該歯ブラシに於いては、歯と歯肉の境目に、細菌の塊である歯垢歯石の
除去する形成としブラシ部も歯形にそった歯間のケアも可能とし、柄の中空部に歯間ブラ
シ歯垢歯石除去治具部を含む補助治具を内蔵とし、且つ補助治具に於ける当該歯間ブラシ
は当該本体部に対して脱着自在とし、一方、当該歯垢歯石除去治具は当該本体部に対して
固定したものであり、歯周菌の増殖を予防する事を最大に発揮できる構成である。
つまり、本発明に於いては、上記した様な技術構成を有する歯ブラシを使用する事によっ
て、歯と歯肉の境目に、細菌の塊である歯垢歯石の除去する構成とし、ブラシ部も歯形に
沿った歯間のケアも可能とし、柄の中空部に歯間ブラシや歯垢歯石除去治具を内蔵させる
構成とし、且つ、歯間ブラシは当該補助治具の本体部と脱着自在とし、歯垢歯石除去治具
は当該補助治具の本体部に対して固定し、歯周菌の増殖を予防する事を最大に発揮できる
構成である。
【００１３】
一体型なので歯磨き、歯間ブラシの使用、歯石歯垢除去治具を順次することにより、常に
歯のケアを毎回することができて、歯をクリーンに保つことができる。歯周病等を完璧に
予防することができる。歯ブラシとして磨きやすく、力を加えて磨くことができる。
更に、本発明に於いては、柄部の中空部に内蔵した、歯間ブラシがの荒めの為、歯周菌を
増殖することなく、歯周ポケットも浅層時に予防でき、炎症歯槽膿漏等を薬用ハミガキと
併用することで、更なる清潔な歯を保つ効果は創造以上の錚々(そうそう)の爽快さを感じ
ると実証できる。
 
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本発明に係る歯ブラシの概要を説明する正面図である。
【図２】図２は、本発明に係る歯ブラシの概要を説明する側面図であり、補助治具を柄部
の内部に内蔵した場合の一具体例の構成を示す図である。
【図３】図３（Ａ）は、本発明に係る歯ブラシの柄部に於ける分割部の近傍部に内蔵され
る補助治具の挿入固定化状態を説明する平面図であり、図３（Ｂ）は、図３（Ａ）に於け
る矢印Ｘ方向から見た断面図である。
【図４】図４は、本発明に係る歯ブラシで使用される当該補助治具に於ける具体例の構造
の概要を説明する側面図である。
【図５】図５は、本発明に係る歯ブラシの柄部に於ける他方の端部の構成を説明する裏面
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
以下に、本発明に係る当該歯ブラシの具体例を、図面を参照しながら詳細に説明する。
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即ち、図１及び図２には、本発明に係る当該歯ブラシの構成の一具体例が示されており、
図中、長手方向の中心軸線Ｐに対して直交する方向に於ける断面形状が三角形状を有する
柄部３と、当該柄部３の一方の端部１５に於ける当該三角形状断面の一つの辺部１７から
当該中心軸線Ｐ方向に沿って外方に突出延展された湾曲状のアーム部２と、当該アーム部
２の先端部１８に設けられている、楕円形の基板部１９に複数本のブラシ２０が植設され
たブラシ部１とで構成されたものであって、当該ブラシ部１に於ける当該楕円形基板部１
９の長軸方向Ｌが、当該柄部の中心軸線Ｐと直交する方向に固定配置されたものであり、
且つ、当該ブラシ部１の当該基板部１９は、当該アーム部２を介して、当該柄部３に於け
る三角形状断面の当該一つの辺部１７と対向する当該三角形状断面の頂点部Ｑが存在する
方向に持ち上げられており、然も、当該ブラシ部１の当該基板部１９が形成する平面Ｒが
当該柄部３の中心軸線Ｐと並行となる様に配置されている歯ブラシ１００であって、更に
、当該歯ブラシ１００における当該柄部３の内部は中空状に形成されていると同時に、当
該柄部３の一部には、当該柄部３の中心軸線Ｐと直交する方向に沿って当該柄部３を着脱
自在に２つに分離できる分割部４が設けられており、且つ、当該柄部３の当該中空状内部
に於ける当該分割部４近傍部には、当該柄部３内部の断面形状に適合した断面形状を持っ
た本体部６３を有する歯間ブラシ機能及び歯石歯垢除去機能を備えた補助治具６が、着脱
自在に挿入固定されており、然も、当該補助治具６に於ける当該本体部６３の一方の端部
６１には、歯間ブラシ部６ａが設けられており、当該本体部の他方の端部６２には、歯石
歯垢除去用治具部６ｂが設けられており、且つ当該本体部６３に於ける、当該歯間ブラシ
部６ａと当該歯石歯垢除去用治具部６ｂとの当該柄部３の当該ブラシ部１に対する存在位
置を任意に逆転可能に挿入しえるように構成されている歯ブラシ１００が示されている。
【００１６】
　本発明に係る当該歯ブラシ１００の構成に関し更に詳細に説明するならば、　本発明に
係る当該歯ブラシ１００の長手方向の長さ、つまり当該歯ブラシ１００のブラシ部先端部
から当該柄部３の自由端部１６までの長さは、国内で一般的に販売されている通常の歯ブ
ラシの長さと略同じ長さである１７．００ｃｍに設定されている事が望ましい具体例であ
る。
【００１７】
　一方、本発明に歯ブラシ１００に於ける当該ブラシ部１の平面形状は図１に示す通り楕
円形を有しており、その長尺軸線Ｌが当該柄部３の長手方向中心軸線Ｐと直交する様に配
置されている事が望ましい。
　本発明に係る当該ブラシ部１の基板部１９は、例えばナイロン樹脂で構成されており、
その表面部Ｒには、図１で示す様に、豚毛の刷毛部２０が植毛されており、その植毛部の
配置形状は、特に限定されるものではないが、一例として、図１に示す様に、当該長尺軸
線Ｌ方向に平行に４行でそれと直交する方向に３列の様な形状に植毛されたものであって
もよく、又、当該長尺軸線Ｌと並行する方向に４行でそれと直交する方向に５列の様な形
に植毛されているものであっても良い。
尚、当該個々のブラシ２０の当該平面Ｒからの刷毛長さは６ｍｍであることが好ましい具
体例である。
【００１８】
一方、本発明に於ける当該歯ブラシ１００に於ける当該柄部３は、図示の通り、長手方向
中心軸線Ｐに対して直交する方向に於ける断面形状が略正三角形状に構成された三角形状
を有し，且つ、その内部が中空状の部材で構成されているものであり、且つ、当該柄部３
の外側部に於ける当該三角形状断面形状に於ける一辺１７の長さは１５ｍｍ乃至１７ｍｍ
である事が望ましく、一方、その内部に形成される中空状空間部の形状も、望ましくは三
角形状断面形状を有するものであり、当該内部中空状空間部に於ける当該三角形状断面形
状に於ける一辺の長さは、例えば１４．７ｍｍに設定されている事が望ましい具体例であ
る。
本発明に於ける当該柄部３の材質は、ナイロン樹脂で構成されていることが好ましい具体
例である。
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【００１９】
又、本発明に係る当該歯ブラシ１００に於ける当該アーム部２はナイロン樹脂で構成され
た適宜の幅と厚みを有する細長状の板状部材であって、適宜の湾曲状に形成され、当該基
板部１９は、当該アーム部２の当該湾曲状形成部を介して、当該柄部３に於ける三角形状
断面の当該一つの辺部１７と対向する当該三角形状断面の頂点部Ｑが存在する方向に持ち
上げられており、然も、当該ブラシ部１の当該基板部１９が形成する平面Ｒが当該柄部３
の中心軸線Ｐと並行となる様に配置されているという構成を創出するものである。
更に、当該アーム部２は、その一端部が当該柄部３に於ける一方の端部１５に於ける当該
三角状断面形状部の一辺部つまり底辺部１７と適宜の接合手段を介して固定配置されてお
り、当該アーム部２の他方の端部は図１に示す通り、当該ブラシ部１の基板部１９の裏面
部と接合せしめられている。
【００２０】
一方、本発明に於ける当該歯ブラシ１００の、更に異なる特徴的な構成要件は、図２乃至
図４に示されている様な、当該柄部３の内部中空状空間部２１内に、歯間ブラシ機能及び
歯石歯垢除去機能を備えた補助治具６が着脱自在に挿入固定されている事である。
係る構成により、本発明に於ける当該歯ブラシ１００に於いては、当該ブラシ部１を使用
し、通常のブラッシング操作を実行すると同時に、その間或いはその後に於いて、当該補
助治具６を使用して歯間を清掃し、歯石或いは歯垢を除去する操作を適宜実行する事が可
能となるのである。
【００２１】
その為の具体例としては、例えば、先ず当該柄部３の適宜の部位、例えば図２に示す分割
線４に於いて２分割し、当該ブラシ部１を有する第１の柄部３１と当該柄部２の他方の端
部１６を有する第２の柄部３２とに分割し、当該両者は、任意に分割分離と相互嵌合可能
に構成されている事が望ましく、例えば図３に例示されている通り、当該補助治具６に於
ける本体部６３の略中央部の外周壁面に、当該柄部３の外周壁面８の外径寸法よりも外径
寸法をやや小さくしたストッパー機能を有する嵌合支持部材７を設け、かかる嵌合支持部
材７を有する当該補助治具６の一方の端部６２を当該第２の柄部３２の分割部４の一方の
端部４１から当該柄部３内部に挿入し、且つ、当該補助治具６の他方の端部６１を当該第
２の柄部３２の分割部４の一方の端部４１から外方に突出する様に配置形成し、他方、補
助治具６の他方の端部６１は、当該第１の柄部３１の一方の分割端部４２近傍に於ける内
周壁面８’で形成される中空空間部２１の内壁部８’の内径を当該柄部３の外周壁面８の
外径寸法よりもやや小さくした内径寸法に設定し、それによって、補助治具６の他方の端
部６１は、当該嵌合支持部材７を含めて当該第１の柄部３１の一方の分割端部４２からそ
の内部に収納できるように構成する事が望ましい具体例である。
【００２２】
本発明に於ける当該補助治具６について、更に詳述するならば、図４に示す様に、当該補
助治具６に於ける本体部６３の一方の端部６１には、例えば、歯間ブラシ部６ａが設けら
れており、当該本体部６３の他方の端部６２には、歯石歯垢除去用補助部材６ｂが設けら
れている事が望ましい具体例である。
上記の当該歯間ブラシ部６ａは当該本体部６３一端部６１の平面から１ｍｍ乃至２ｍｍ程
度突出しているものであり、一方、当該歯石歯垢除去用補助部材６ｂは、当該本体部６３
の他方の端部６２の平面から突出している金属製材料から構成されている棒状体であって
、その自由端部には、例えば、フック状の形状を持った部材６７が設けられている。
【００２３】
更に、本発明に於いては、当該補助治具６に於ける当該本体部６３の一方の端部６１に設
けられる当該歯間ブラシ部６aは、その先端部には歯間ブラシが稙設されており、その後
端部は、当該本体部６３に設けられている適宜の挿入孔部６５に対して着脱自在に取り付
けられており、又、当該本体部６３の他方の端部６２に設けられる当該歯石歯垢除去用フ
ック状部材６ｂは、当該本体部６３に対して固定した状態で取り付けられている事が望ま
しい具体例である。
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これは、当該歯間ブラシ部６a は、その材質やブラシの長さを適宜変更して使用し、古く
なった当該歯間ブラシ部６ａを容易に交換出来る様にしておくことが望ましいからである
。
【００２４】
そして、本発明に係る当該歯ブラシ１００に於いては、当該補助治具６が、上記した三角
形面形状を有する中空部空間６２内に着脱自在に挿入嵌合されているものであり、当該補
助治具６は、任意に当該第２の柄部３２から取外したり、取り付けたりすることが可能で
あり、又、当該本体部６３を当該第２の柄部３２内に挿入嵌合させて戻す際に、当該歯間
ブラシ部６ａと当該歯石歯垢除去用フック状部材６ｂの存在位置を逆転させて挿入する事
が可能であるので、当該第２の柄部３２を手に持って、当該歯間ブラシ部６ａを使用する
場合と当該歯石歯垢除去用フック状部材６ｂを使用する場合とを使い分けて使用する事が
可能となる。
【００２５】
更に、本発明に係る当該歯ブラシ１００に於いては、当該柄部の３内部中空状空間部内に
当該補助治具６が収納されている事から、当該柄部３内部中空状空間部内の通気と水抜き
を行わせる為に、当該柄部３の中空内部空間２１と外気を連通させる為の通気用孔部５が
設けられている事も望ましい具体例である。
具体的には、図１で示す様に、当該柄部３に於ける当該第１の柄部３１の外壁部表面に当
該柄部３の内部空間２１と連通する複数個の通気用孔部５を設ける事が出来、又、図５に
示す様に、当該柄部３の当該第２の柄部３２の自由端部１６の底面壁部２５に、複数個の
同じ通気用孔部５を設ける事も好ましい具体例である。
上記した通り、本発明に於ける当該歯ブラシ１００の第２の具体的態様としては、当該補
助治具６に於ける当該本体部６３の一方の端部６１に設けられる当該歯間ブラシ部６ａは
、当該本体部６３と着脱自在に取り付けられており、当該本体部６３の他方の端部６２に
設けられる当該歯石歯垢除去用補助部材６ｂは、当該本体部６３に対して固定した状態で
取り付けられている事を特徴とする歯ブラシである。
　一方、本発明に於ける当該歯ブラシ１００の第３の具体的態様としては、当該柄部３の
少なくとも一部に、当該柄部３内部の通気と水分を除去させる為に、当該柄部中空内部空
間２１と外気を連通させる為の通気用孔部５が設けられている事を特徴とする歯ブラシで
ある。
 
【００２６】
上記した通り、本発明に係る歯ブラシ１００は、一体型なので歯磨き、歯間ブラシの使用
、歯石歯垢除去治具を順次することにより、常に歯のケアを毎回することができて、歯を
クリーンに保つことができる。歯周病等を完璧に予防することができる。歯ブラシとして
磨きやすく、力を加えて磨くことができる。
  又、本発明に係る当該歯ブラシ１００は、柄部の中空部に内蔵した、歯間ブラシが荒め
の為、歯周菌を増殖することなく、歯周ポケットも浅層時に予防でき、炎症歯槽膿漏等を
薬用ハミガキと併用することで、更なる清潔な歯を保つ効果は創造以上の錚々(そうそう)
の爽快さを感じると実証できる。
 
【符号の説明】
【００２７】
１　ブラシ部
２　アーム部
３　柄部
4　分割線、分割部
５　通気用孔部
６　補助治具　　　　　
６ａ　歯間ブラシ部
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６ｂ　歯石歯垢除去用補助部材
７　嵌合支持部材
８　柄部の外周壁部
８’ 第１柄部の内周壁部
１５　柄部の先端部、柄部の一方の端部
１６　第２柄部の自由端部
１７　三角形状断面の一つの辺部
１８　アーム部の先端部
１９　基板部
２０　ブラシ
２１　柄部の内部中空空間部
２５　第２の柄部の底面壁部
３１　第１の柄部
３２　第２の柄部。
６１　本体部の一方の端部
６２　本体部の他方の端部
６３　本体部
６４　歯間ブラシ部
６５　挿入孔部
１００　歯ブラシ
P　長手方向の中心軸線
Q　三角形状断面の頂点部
Ｌ　基板部の長尺軸線
Ｃ　基板部の中心部
　Ｒ　基板部の平面
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